
 

平成 30 年度 事業報告 

１ 総括 

  平成 30 年度は学校・ＰＴＡ・鹿山会で設置した県立移管 120 周年記念事業

実行委員会（粟生雄四郎委員長）において記念事業、役割分担及び費用負担

等が協議・決定されました。 

  鹿山会はこれに基づき、県立移管 120 周年記念として１，０００万円を目標に募金

活動を展開することにより事業実施資金の確保を図るとともに、本会の持続的発展を図る

ため歳入確保と歳出縮減に努めました。 

実施した事業の具体的な内容は次のとおりです。 

 

２ 本部事務局の活動状況 

(1)会議等の開催状況 

・ 評議員会    ５月２０日(日) 10:00 ～ 母校 地域交流施設 

・ 第 68 回総会   ６月１６日(土) 10:00 ～  

ウィシュトンホテル・ユーカリ  

・ 役員会   ５回開催（ 4/14、7/28、10/6、1/12、3/16） 

母校 地域交流施設 

(2)各支部等との連携  

招待を受けた各支部・同期会の総会・懇親会へ会長(または代理)が出席するなど、本

部との連携を深めました。 

 

 

４月２1日 東京鹿山会 １０月 ８日 八街鹿山会 

４月１５日 酒々井鹿山会 １０月３１日 ＮＡＡグループ鹿山会 

５月２６日 四街道鹿山会 １２月 ２日 富里鹿山会 

７月２６日 千葉市役所さくら会 １１月１１日 桜城会 

９月３０日 印西市栄町鹿山会 １１月１７日 成田鹿山会 

１０月２０日 八千代鹿山会 １月２３日 県庁鹿山会 

（3）その他 

５月 ９日  校内幹事等の歓送迎会を開催 

１１月１０日  長嶋茂雄少年野球教室に参加 

        １月１３日   堀田家正倫忌に参加   

          

３ 各委員会の活動状況 

□総務委員会  

① 総会・役員会等の会議開催及びその準備 

② 年会費・入会金の納入通知及び収納事務 

③ 120 周年記念事業寄付金の納入通知及び収納事務 

 目標募金額１，０００万円 

 寄付集計額  ９６７万円（３月末日現在）＊８月末まで募金 



④ 予算・決算等の作成 

⑤ 各支部との連絡調整等 

 

□広報委員会  

① 「鹿山会報」第 14 号の編集発行（会報の名称変更：会報「鹿山會」⇒鹿山会報） 

発行日  ： 10 月 20 日 

配布先  ： 会員（約 17,000 人）及び在校生等（約 1,000 人） 

印刷部数 ： 1 万 9,000 部 

協賛広告 ：歳入確保策として試行（８件、２４万円） 

② ホームページの更新（１２回） 

 

□教育振興委員会   

① 生徒奨励 

・新入生への校章贈呈 （平成 30 年 4 月９日 入学式） 

・卒業生に記念品贈呈 （平成 31 年 3 月６日 同窓会入会式) 

・「鍋山祭」への助成   (6 月 22 日～23 日) 

・卒業生による講演会「ようこそ先輩」への助成 

② 部活動奨励  

※関東大会（準ずるものを含む）以上への参加助成（４部、７件） 

 ・カヌー部  （関東高校選手権、関東大会＜団体＞、全国大会） 

 ・レスリング部 （関東高校選抜） 

・工芸部     （全国高校総合文化祭） 

・将棋部      （全国高校総合文化祭、全国高文連将棋全国大会） 

③ 国際交流支援費  

・オランダ：ドラードカレッジ校へ派遣事業助成 5 名 (11/15 ～11/25) 

・オーストラリア短期研修事業助成 引率２名、生徒 20 名 (7/20 ～8/5) 

 

□鹿山文庫委員会  

① 鹿山文庫講演会の開催（母校との共催） 

日時  11 月 24 日（土） 午後２時～ 

会場  母校・地域交流施設 研修室 

テーマ   「佐倉堀田藩とその山形分領」   

講師  樋口 武昭氏（昭和 28 年卒）  

参加者  約５０名 

② 藩校サミットに参加 

９月 29 日に京都府舞鶴市で開催された「第 16 回全国藩校サミット舞鶴大

会」に粟生会長及び上市校長など７名が参加（参加者自費負担） 

 （参考）丹後田辺藩 藩校「明倫館」 

  



 

  

議案第２号

１  一般会計 （単位：円）

（収入の部）

予算額 収入済額 備　考

1,280,000 1,284,000 4,000 卒業生入会金4,000×321人

4,000,000 5,602,380 1,602,380 H30年度会費収入2,000＋寄付金　（１，０70人）

810,000 10,807,308 9,997,308
120周年寄付金 9,675,180   ( 3団体、540人)、

懇親会負担金8,000×106人、会報広告収入240,000

４ 繰入金 1,200,000 1,200,000 0 基本基金会計より

1,489,521 1,489,521 0 前年度より

8,779,521 20,383,209 11,603,688

（支出の部） △ →超過額

予算額 支出済額 備　考

4,130,000 3,758,162 371,838

1,200,000 1,073,138 126,862 総会懇親会経費917,716

2,550,000 2,340,557 209,443 年会費案内発送委託料 2,340,557 （株）サラト

200,000 211,000 △ 11,000 支部総会等参加費100,000、転退職員餞別金52,000

180,000 133,467 46,533 総会案内状発送費57,242,総会資料代36,590

700,000 654,687 45,313

640,000 605,772 34,228 制作・印刷費　（会員及び在校生等へ配布)

30,000 24,108 5,892 ホームページ更新委託料

30,000 24,807 5,193 通信費、消耗品

2,110,000 1,773,771 336,229

610,000 555,771 54,229 鍋山祭240,000、卒業記念品174,945、新入生校章140,610

800,000 518,000 282,000 関東大会以上の出場助成 （４部、７件）

700,000 700,000 0 オーストラリア派遣450,000、オランダ派遣250,000

４ 鹿山文庫費 150,000 129,387 20,613

100,000 109,387 △ 9,387 管理指導員助成（祝日）62,484、古文書調湿剤36,633

50,000 20,000 30,000 鹿山文庫講演会の講師謝礼

1,200,000 10,200,000 △ 10,800,000 基金会計へ9,000,000、　120周年実行委へ1,200,000

489,521 194,616 294,905 パンフ「佐倉高校の歴史と文化財」1万部増刷

8,779,521 16,710,623 △ 7,930,238

　収入済額 20,383,209－支出済額 16,710,623 ＝ 収支差額 3,672,586　(翌年度へ繰越)

２  基本基金会計

予算額 決算額 備　考

12,657,797 12,657,797 0 前年度より

積  立（＋） 110 9,000,094 8,999,984 一般会計より 9,000,000、　利子94

取崩し（－） 1,200,000 1,200,000 0 一般会計への操出

11,457,907 20,457,891 8,999,984

収支差額 20,457,891

平成３０年度 鹿山会決算報告

科 目 比較

５ 繰越金

合　計

科 目 残額

１ 入会金

２ 年会費

３ 雑収入

 (3)交際費

 (4)事務費

２ 広報費

１ 総務費

 (1)会議費

 (2)財務費

３ 教育振興費

 (1)生徒奨励費

 (2)部活動奨励費

 (1)鹿山会報費

 (2)ホームページ費

 (3)事務費

５ 諸費

６ 予備費

合　計

 (3)国際交流支援費

 (1)保存管理費

 (2)藩校継承費

増
減

当年度末現在高

(翌年度へ繰越)

科　目 比較

前年度末現在高



財 産 目 録 

                              平成 31 年 3 月 31 日現在 

 

科目：流動資産、普通預金             (単位：円) 

 

預金内訳 金 額 備考 

千葉銀行佐倉支店 1,777,129 一般会計 

ゆうちょ銀行佐倉店 1,221,141   〃 

    〃 674,316  〃 

千葉銀行佐倉支店 20,457,891 基本基金会計 

      計 24,130,477  

 

 

監査報告書  

 


